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水田作経営に導入可能なゴマ栽培法の開発 

農業技術研究センター（水田高度利用担当） 
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１ 技術の特徴 

   水田作経営の収益力向上を図るためには、水稲から国産需用の高まりが予想される作物等への転換

が必要である。ゴマは健康志向から国産志向が高いにもかかわらず、自給率が0.1 %程度であるため高

価格で取引されている。さらに、夏季の高温多照を好む特性から本県に適した品目であると考えられ

る。そこで、ゴマを土地利用型作物として水田作経営に導入できるよう、水稲生産で使用している既

存機械を活用した省力栽培技術を開発した。 

 

２  技術内容                       

 (１) 収穫調製の機械化体系の開発 

 水田作経営に導入しやすいように、既存機械を活用したゴマの収穫調製体系を開発した（図1）。 

 (２) 土地利用型作物としての省力栽培法の開発 

間引きや手取り除草などが不要なゴマの省力栽培法を開発した（図2）。 

 

３  具体的データ                   

①バインダ刈り ②搬出 ③脱穀機による蒴果分離

④蒴果の乾燥 ⑤グレーダーによる脱粒 ⑥唐箕選

⑦篩選 ⑨洗浄・子実の乾燥⑧色彩選別

受け網サ
イズを
25mm程度
の粗いも
のに替え、
回転量を
少なめに
変更

フレコンにゴ
マ蒴果を詰
め、送風機
で吸気通風
する。平型
乾燥機を用
いると確実

乾燥蒴果を
米用グレー
ダーにかけ
ると、篩下
からゴマ種
子が、篩上
から空蒴果
が出てくる

2mmと0.5mm
の篩目を重ね
ることで、ゴマ
より大きい茎
葉の破片と、
ゴマよりも小さ
い泥の粒など
を除去できる

直売の場合
は洗ってお
かないとゴ
マ粒表面の
泥や茎葉の
汁の影響で
苦みを感じ
る

LED基板を
白から赤に
変更し、感
度および流
量の設定を
調整すると
金ゴマを選
別できる

 

 図1 既存機械を活用したゴマの収穫調製手順 
＊コンバイン体系の場合は①〜③は収穫と同時に実施される。 
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 高pHでは生育が悪くなることもあるため、石
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 梅雨期の播種では湿害対策を重点的に実施する
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 除草は播種～40日程度が重要。土壌処理型の除草剤の効果が弱まってく

る播種後25日頃に中耕する。遅すぎると根を痛めるので注意する。
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４  適用地域 

  県内全域 

 

５  普及指導上の留意点             

 (１)本研究における施肥基準は水稲あとの灰色低地土での実施結果に基づくものであり、土壌分類や

前作物によって適正施肥量は変動する可能性がある。 

 (２)本技術は水田作を想定して開発されたものではあるが、研究成果は畑作においても部分的に活用

が可能である。 

 (３)技術内容の詳細は、埼玉県農業技術研究センターHPの「埼玉県ゴマ栽培マニュアル」を参照。 

 

６  試験課題名（試験期間）、担当   

  水田におけるゴマ栽培法の確立（2021～2023）、水田高度利用担当 

                       

図2 土地利用型作物としてのゴマ栽培暦 
 適正な土壌環境や施肥、生育診断基準、作期ごとの栽培の注意点、間引きなしで多収かつ機械収穫がしやすい播種法や栽植
密度、病害虫及び湿害対策、機械収穫の適期等について検討し、栽培暦にまとめた。 


